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論文要旨
ウシガエルの半規管は哺乳類のそれに酷似していることが知られている。本研究は、ウシガエルの球形
嚢の内外リンパ腔に極細針を刺入することで前庭障害モデルを作成し、その後のクプラの形態変化と感
覚上皮の電気生理学的変化を検討したものである。その結果、針が刺入された内耳のクプラは、収縮、
形態異常および巨大化が起り、経過日数が長いほどその変化が強くなったが、半規管膨大部神経からの
複合活動電位が比較的保たれていることが分かった。
審査過程
１． クプラの産生細胞および産生メカニズムについて適切な説明がなされた。
２． クプラ再生の可逆性について適切な説明なされた。
３． クプラの巨大化の病態生理について考えられる可能性が提示された。
４． 半規管膨大部神経からの複合活動電位の測定方法に関して詳細な説明がなされた。
５． 半規管膨大部神経からの複合活動電位が比較的保たれた理由について適切な推察がなされた。
６． 他の前庭機能障害モデルとの違いについて適切な説明がなされた。
７． クプラの変化以外の前庭機能障害の説明が適切になされた。
８． 前庭機能障害を誘発させたカエルの症状について適切な回答がなされた。
価値判定
本研究は、球形嚢のリンパ腔への外傷とそれに続く炎症でクプラの異常が起こることを見出し、従来の
内耳への抗生物質投与や血流障害で誘導されるクプラの変化とは異なるメカニズムで発症することを初
めて明らかにした。このことより、外傷および内耳炎による直接的なクプラへの形態変化がめまい発症
に関与している可能性が示唆された。よって学位論文としての価値を認める。
